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接触刺激が水稲の草型に 及 ぼす影響
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The 　 effects 　 of 　 mechanical 　stimulation 　on 　 plant　 type　of 　rice　 plants

Teruhisa　UMEzAKI，　Seichi　KAGEHIGAsH更，　Masahiko 　UcHIKAwA　and 　Tatsunobu　SoNoDA

　　　　　　　　　　 （Faculty　 of 　Agriculture，　M 三yazaki　University）

　近 年，有機 農 業 や低 投 入 持 続型 農業 と い っ た 環境保全

型農業へ の 取 り組み が数多くなされて い る。その なかで

も 「合鴨水稲同時作」 は重労働で ある除草作業を除草剤

を使 用 せ ず に 省 略 で き る こ とか ら ，最も現 実的 な無農薬

栽培法 と して 注 目 され て い る．しか し，合鴨水稲同時作

に は 関連す る 要因が 多く，事例 報告 が 多 い 割 に は 水稲 の

栽培方法 と して の 科 学 的 な研 究 報 告 は ほ と ん どみ，ら れ な

い
。

　本研究で は 合鴨水稲 同 時作 に よ り水稲 の 株 が ズ ン グ リ

型 に 開帳 し，受光態勢が よ くな る と い う草型 の 変化が 報

告 され て い る
t〕

こ とか ら，ア イ ガ モ が 水田で 採餌や遊泳

中に 稲株 に 触れる こ とが 草型 に 影響を及 ぼ す とい う仮説

をたて て モ デ ル 実験を行 っ た。

　　　　　　　　 材料お よび方法

　品種 コ シ ヒ カ リ を用い て 1993年 か ら1995年 ま で 3 力年

に わ た り，宮 埼大学農学部附属農場内で 実験 を行 っ た 。

3 力 年とも 3月 4 日に 播種 し，3月29日 に水 田 土を充填

した 2000分 の 1ア
ー

ル ワ グ ネル ポ ッ トに 1ポ ッ ト 1株 3

本植えで 移 植 を行 っ た。

　接触処理 は 3ポ ッ トを
一．
組 とし，ナ イロ ン 製の ハ タキ

を用 い て 1往復 2秒 の 速度で 草冠をハ タ キ掛 け し た。処

理 強 度 は 15往 復 30秒間 と90往復 180秒 間 の 2 水準を 設 け

ユ日 1回 午前 10時 よ り処理を行 っ た。処理期 間 は ア イ ガ

モ の 放飼期間を想定 し，移植後28日 目の 4月26日よ り出

穂 開 始 まで と した。無処理 の 対照区 と と もに ，ジ ベ レ リ

ン 生 合成隘害剤 パ ク ロ ブ トラ ゾー
ル を 0．6％ 含 む 倒伏軽

減剤 （商品名 ス マ レ ク ト粒 剤 ）を 出 穂 前 に ポ ッ ト当 り2

g 施 用 した 倒伏軽減剤処理 区を設 け た 。

　生 育調査 は 草丈，分げつ 数，葉令につ い て 7B 毎に行 っ

た。収穫後 に は 分 解 調 査 を行 い ，収量 構成要素 と稈長，

穂長，節 閾 長 を測 定 した 。 各区 3 ポ ッ トの 3反復とした。

　　　　　　　　 結果 お よび考察

　 3 力年とも同様の 傾向が 認 め られた の で 1995年の 結果

を中心 に 検討す る 。

　第 1図 に は草丈 の 推移を示 した。180秒処理 区で は 移

植後42日 目，つ ま り処理開始後14日 目頃か ら伸長抑制効

果が 認め ら れ，草丈は低 く推移 した。30秒処 理 区で も移

植後63日 目 （処理 開始後35日目）頃から効果がみ られ，

対照区と180秒処理 区の ほ ぼ 中間値を示 した 。

　
一

方，こ の 期 間 の 主稈 の 出 葉 経過 に つ い て
．
み る と処理

区問に 有意 な差 は 認 め られ な か っ た （第 2 図）。こ の こ

とか ら接触処理 に よ る草丈の 抑制 は主稈葉数 の 減少で は

な く，個 々 の 葉 の 葉身や 葉鞘が 短 くな っ た こ とに よ る こ

とが 明 らか と なっ た。

　各処理区の 水稲 の 形態的特性を 第 1表 に ま とめ た。7

月 5 目 （出穂前 日）の 草丈 は 180秒 処 理 区が最 も小 さ く，
つ い で 倒伏軽減剤処理 区 ，30秒処 理 区 と な っ た 。 倒伏軽

減剤処 理区お よ び30秒処理区と対照 区 との 問 の 約 2   の

差異 は統計的 に 有意 で は なかっ たが ，多雨寡照 条件 下 で
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第 1図　草丈の 推 移 （ポ ッ ト栽 培．tg95年）

○ ： 接触30秒，◇ ： 接触 180秒，口 ：対照

平成 7 年 9 月21 日　 第72同 講 演 会 （第58回 九 弼 農 業 研 究 発

表会と 共催）で 発表
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第 2図　主 稈 の 出 葉経過 （ポ ッ ト栽培，1995年 ）

　　○ ：接触30秒，◇ ： 接触 180秒，口 ：対照

第 1表　形 態 的 特 性 （1995年）

　　　　　　草　丈　　　稈　長
処 　理
　　　　　［7 月 5 日1　 　（cm ）

穂　長

（cm ）

接 触　 30秒

接 触 180秒
対　　　 照

倒 伏軽 減剤

84．1ab81
．4“

86．8b83
．6“b

80．8（
’

75．9b80
．770
．3己

16．8a16
．3e16
．8“

16．8“

　　 数値 の 右 肩 の 小 文字 は ダ ン カ ン の 多重 検定 の 結

果 で 同じ文字 を持 つ 値 の 聞 に は 5 ％ 水準 で 有意 な差

はみ られ な い こ と を示す。

第 2表　収量構成要素 （1995年）

処 理 幣 響 籾・・礁欝 糴
接 触 　 30秒 732a
接 触 180秒 70．la
対　　　　　　　月蟹　　76．3a
倒伏軽 減 剤　77．3a

86．4a85
．3“

88．7a81
．la

0．85曲　　90．4a　　 23、ga
O．82”　　g1．5”　　23，6a
O．86sb　　91．lu　　 23，7s
O．95b　　90．5昌　　23．9H

注〉第 1表 に準 じる。

生 育期間が 経過 した 1993年 に は 180秒処理 区，30秒 処理

区，そ して 対照区の 3処理 区 間 に，また，1994年 に は接

触 2処理区 と対照区の 間に有意差 が認め られたこ とから，

年次 に 程度 の 差 は あ っ て も接触処理 に よ り草丈が抑制さ

れ る こ とは 明 ら か で あ る 。 稈長 は 倒 伏軽減剤処理区が 最

も小 さ く，次 い で 180秒処理 区となり，30秒処理区 と対

照区 に は有 意 差 は み ら れ な か っ た。こ の 結果 を 節問長か

らみ る と倒伏軽減剤処理 区は 第 2 − 4 節間で 伸長抑 制 が

み られ効果 が 顕著 で あっ た の に対 して，180秒処理区 で

は 下 位節問だ けが 抑制 さ れ て お り，接触処理終了後伸長

した上位節間 に は 効果 が 認め られ な か っ た。穂長 に つ い

て は 処理区間 に 有意 な 差は み られ な か っ た。

　 こ れ ら の こ とか ら接触処理 に よ る草丈 の 抑制効果 は 処

理 開始後数週間 で 現れ，葉身や葉鞘の 伸長抑制 に よ り引

き起 こ され る接触形態形成 と して 認め られ る の に 対 して
，

倒伏軽減剤 に よ る 草丈，稈長 の 抑制は ジベ レ リ ン の 生合

成 阻 害 に よ る 稈の 細胞 の 伸長抑制に 起因す る こ とから，

伸長抑制 の機作は明らか に異 なる もの と考 え ら れ る 。

　次 に収景諸形質 に つ い て み る と．1995年の 生育後半 は

日照 に恵まれ 登熟歩合，精籾千粒重 とも平年 に比 べ て 大

きくな っ たが，い ずれの 収量構成要素 に も処理区間 に ほ

とん ど差 は み られなか っ た 。 唯
一

倒伏軽減剤処 理 区 の籾

わ ら比 が大 きか っ た が ，処理 に よ る 稈重 の 減少 で わ ら重

が 減少 し，籾重 もや や 大 きか っ た こ と に よ る もの と考 え

られ た （第 2表 〉。

　 こ の よ うに ポ ッ ト栽培 の 稲株 に 対す る接触刺激の 影響

は 出穂時期 な どの 生育経過や 収量関連形質 に つ い て は み

ら れず，草型 だ けに 限られ る こ とが 明 らか とな っ た。

　 こ れ らの 結果をふ まえ て 1995年に は実際に 合鴨水稲 同

時作実施水 田 にお い て ア イ ガ モ が 水稲 の 草型 に 及 ぼ す影

響を調査 した 。 ア イ ガ モ を放飼 した水 田 内 に 金網 で 囲 い

ア イ ガ モ が直接触れ る こ とが で きない 稲株を設け対照区

として 比較 した 。 草丈は 放飼開始後 4 週 間 目頃 か ら対照

区に 比べ て 放 飼 区が低 く推移 し ， 放飼開始後 6週 目に は

約 4cm の 差異が み られ たが ，処理区内の ば らつ きが 大 き

く統計的 に有 意 な 差で は な か っ た （デ
ー

タ 省略〉。

　以 上 の 結果，本研究で は ハ タ キ掛け に よる 接触刺激が

水稲の 草丈に及 ぼ す影響 に つ い て は 解明 で きた と考 え ら

れ るが．合鴨水稲同時作 に お い て み られ る稲 株 σ）開 帳 現

象や 分げつ の 発生の 様相 に つ い て．さ ら に詳細 な観察を

行うこ とが 水稲 の 草型 に及 ぼ す ア イ ガ モ 放飼の 影響 を解

明す る うえで 重 要 で あ る と思 わ れ る 。

　　　　　　　　　 摘　　要

　ポ ッ ト栽培 した 稲 株 に対 す る接触刺激 の 影響 は 出穂時

期 な どの 生 育経 過 や 収量 関 連形質に つ い て は み られ ず，

草型 だ け に 限 られ る こ とが 明らか と なっ た 。 接触処理 に

よ る草丈 の 抑制効果 は 処理開始後数週間で 現れ ，葉身や

葉鞘 の 伸長抑制に よ り引 き起 こ され る 接触形態形成 と し

て 認め られ ，ジ ベ レ リ ン の 生合成阻害剤 で あ る 倒伏軽減

剤 に よ る草 丈，稈 長 の 麹制 と は 伸長抑制 の 機作 は 異 な る

もの と推察され た。

　合 鴨水稲 同 時作実施水 田 に お い て ア イ ガモ が 水稲 の 草

型 に及 ぼす影響を調査 した 結果，草丈 は放飼開始後 4 週

間 目頃か ら対照区に比べ て 放飼区が 低 く推移 した が ，処

理区内の ば らつ きが 大 き く統計的に 有意な差 で は なか っ

た。
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